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（前期比）

 売上高は、土木事業の売上高の増加等により増収

 各利益は、土木事業の売上総利益率が改善したものの、建築事業の売
上総利益率の悪化等により減益

（業績予想比）

 主に土木事業の売上高の増加及び売上総利益率の改善等により、各利
益とも業績予想を大きく上回る

 売上高：4,371百万円(2.0％)増加

 売上総利益：3,588百万円(14.1％)増加

 営業利益：3,616百万円(45.8％)増加

 経常利益：3,983百万円(42.8％)増加

 親会社株主に帰属する当期純利益：2,195百万円(28.9％)増加
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（前期比）

• 資産の部

 「現金預金」「有価証券」の減少

有価証券は譲渡性預金で、現金預金と合わせた手持資金は、手持工事の大型化
により支払いが先行していることや自己株式及び収益物件の取得等により減少

 「有形固定資産」の増加

収益物件の取得等による増加(事務所・店舗ビルを東京、大阪で計2件取得)

 「投資有価証券」の減少

上場株式5銘柄の売却や期末に株式市場が下落したことによる含み益の減少等

• 負債の部

 「ノンリコース借入金」の計上

連結子会社である石狩バイオエナジーのプロジェクトファイナンスによる借入
等により増加

• 純資産の部

 自己株式の取得(100万株)や投資有価証券の含み益減少による「その他
有価証券評価差額金」の減少

 自己資本比率は、3.5ポイントダウンの53.1％
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（前期比）

 近年は繰越工事残高が高水準に推移しており、直近3年の土木・建築合
計の売上高は2,000億円超となっている

 売上高合計：5,487百万円(2.5％)増加

 土木・建築合計：6,885百万円(3.3％)増加

 土木：8,491百万円(9.3％)増加

 建築：1,606百万円(1.4％)減少
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（前期比）

 売上総利益合計：2,454百万円減少(14.3％→12.8％、1.5ポイントダウン)

 土木・建築合計：2,304百万円減少(1.5ポイントダウン)

 土木：2,504百万円増加(1.3ポイントアップ)

土木は、前期に続き高採算工事の売上高に占める割合が高く、特定の大型工事
における損益の改善や、期末に設計変更の想定以上の獲得があったこと等によ
り増加

 建築：4,809百万円減少(4.0ポイントダウン)

建築は、第2四半期までに一部工事で発生した工期逼迫や施工計画の大幅な変更
等による損益悪化の影響により大幅に減少

 工事損失引当金

土木 ⇒ 192百万円減少(801百万円 ⇒ 609百万円)

工事完成によるもの ▲231百万円

引当不足によるもの ＋39百万円

建築 ⇒ 201百万円増加(316百万円 ⇒ 518百万円)

工事完成によるもの ▲371百万円

引当不足によるもの ＋572百万円
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（前期比）

 売上高、売上総利益ともに前期並み

 その他は、主に連結子会社である奥村機械製作の建設資機材等の製造
及び販売事業
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（前期比）

 一般管理費の総額は、254百万円減少

 人件費は、従来、一般管理費で処理していた店内部門の工事支援にか
かる費用を工事原価とするよう会計処理を変更したこと等により1,691
百万円減少

 その他は、奥村組の調査研究費等が増加していることや前期から連結
子会社としている石狩バイオエナジーの経費の増加等により1,437百万
円増加
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（前期比）

 営業外収益は、過去の貸倒実績をもとに算出している一般債権にかか
る引当率の低下による貸倒引当金戻入額が増加

 営業外費用は、連結子会社である石狩バイオエナジーのプロジェクト
ファイナンス実行に伴う支払利息及び支払手数料が増加
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（前期比）

 特別損益は、上場株式5銘柄を売却したものの、前期も同様の売却(3銘
柄)があったことにより、投資有価証券売却益が減少

 特別損失は、期末に株式市場が下落したことに伴い、上場株式で投資
有価証券評価損を計上
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 2018/3期の各利益は、連結での開示を開始した2006/3期以降の最高益

 2019/3期の営業利益と経常利益は、最高益となった2018/3期に次ぐ過
去2番目の水準

 2020/3期は、利益水準の高い過去2年と比較すると各利益とも減益

（前期比）

 営業利益：2,199百万円(16.0％)減少

 経常利益：1,815百万円(12.0％)減少

 親会社株主に帰属する当期純利益：2,518百万円(20.5％)減少

 ＲＯＥ：1.3ポイントダウンの6.0％
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 2019年11月に公表した年間配当予想115円から28円増配した143円を予
定

 年間配当額143円の連結配当性向は55.4％、自己株式の取得と合わせた
連結総還元性向は92.8％
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 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益の計
上等で増加したものの売上債権の増加及び法人税等の支払い等により
11,745百万円の減少

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得
等により、9,554百万円の減少

 財務活動によるキャッシュ・フローは、ノンリコース借入等により増
加したものの配当金の支払い及び自己株式の取得等により、1,298百万
円の減少
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 新型コロナウイルス感染症の収束が見通せないなか、企業の設備投資
動向や工事の一時中断等による業績への影響が不透明なため、これら
の影響を売上高及び売上総利益に一定程度見込んでいる

（前期比）

 売上高：14,371百万円(6.3％)減少

 営業利益：2,916百万円(25.3％)減少

 土木：売上高は10,145百万円(10.1％)減少、

売上総利益は3,408百万円減少(2.0ポイントダウン)

前期は、特定の大型工事における損益の改善や設計変更の想定以上の獲得があ
り、当期の予想にはこれらを織り込んでおらず減収減益の見込み

 建築：売上高は6,759百万円(5.8％)減少、

売上総利益は877百万円増加(1.3ポイントアップ)

工期逼迫や施工計画の大幅な変更等により、複数の工事で損益が悪化した前期
と比べ、当期は減収増益の見込み

 一般管理費は、連結子会社である石狩バイオエナジーの経費等により
増加する見込み
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（前期比）

 経常利益：3,683百万円(27.7％)減少

 親会社株主に帰属する当期純利益：2,895百万円(29.6％)減少

 当期予想には、営業外収益・営業外費用は通常発生するものだけを見
込んでおり、為替差損益や貸倒引当金戻入額は見込んでいない

14



 株主還元政策(11ページに記載)を踏まえたうえで、経営環境等を総合
的に勘案し、2021/3期年間配当額は前期から47円減配の1株当たり96円
を予定

 年間配当予定額1株当たり96円は、通期業績予想に対する連結配当性向
52.6％
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（受注実績）

 土木・建築とも2020年2月公表値(土木97,000百万円、建築135,000百万
円)を若干下回る

（繰越工事高）

 土木：173,306百万円

 建築：178,289百万円

 合計：351,595百万円

 繰越工事高合計は、2010/3期の進行基準全面適用以降で最高値

（受注翌期予想前期比）

 公共投資は一定の底堅さを維持すると見込まれるものの、新型コロナ
ウイルス感染症の収束が見通せないなか、企業の設備投資動向等が不
透明であり、これらの影響を一定程度織り込んでいる

 土木：4,649百万円(5.2％)減少

 建築：14,212百万円(11.0％)減少

 合計：18,862百万円(8.6％)減少
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　主な完成工事

二級河川長部川筋長部川水門土木工事
（岩手県陸前高田市）

ダイキョーニシカワ(株)新本社棟他　新築工事
（広島県東広島市）

左上から時計まわりに
中部横断自動車道　石合トンネル工事

（山梨県南部町）
大阪本町ホテル計画

（大阪府大阪市）
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